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―「ツリー型経営戦略」の視点から―
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【論文要旨】
　
　1958年、ベンチャー企業であった日清食品の創業者・安藤百福は、独創的な発想と技法により「チキンラーメン」（即席めん）を発明した。以来、即席めんは日本のみならず世界の人々の食生活に根付き、世界49カ国の2015年の年間生産量は1,027.4億食に上る。
　本稿は、日清食品、東洋水産、サンヨー食品、寿がきや食品の成長プロセスをツリー型経営戦略視点により分析した。その意義は、食品企業の創業時から現在までの成長のパターンを植物のツリーのアナロジーで図解できることにある。こうした研究により、ツリー型経営戦略のシナリオ図は、食品企業の成長戦略における分析の枠組みの一つであることを論じた。厳しい経営環境にある中小食品企業にとって、有効な経営戦略は不可欠であり、このようなツリー型経営戦略のシナリオ図を自社で描くことができれば、成長のプロセスがより明晰になり、市場競争で優位を得ると期待できる。
